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平成 18 年度 秋期 テクニカルエンジニア（ネットワーク）試験 採点講評 

 

午後Ⅰ試験 

問１ 

 問 1では，インターネット VPN 構築に関して，網トポロジ，ルータの性能や機能，IPsecの基礎について出
題した。全体として正答率が低かった。IP ネットワークの基礎の修得とともに，応用力を付ける必要があると
推察された。 
 設問 2(1)の aでは，SAの数について出題した。計算対象の SAが読み取れていないか，計算式の間違いと思
われる誤った解答が多かった。 
 設問 2(2)では，網トポロジと遅延要因の関係について出題した。どこで何が起きるから遅延が増加するの
か，記述が不十分な解答が多かった。 
 設問 3(2)では，経路選択アルゴリズムについて出題した。コストメトリックを挙げた誤った解答が散見され
た。この経路選択においては，一致するエントリのプレフィックス長が最も重要であり，コストメトリックは

決定要因にならない。 
 設問 3(4)では，新型ルータの動作について出題した。動作の仕組みが読み取れていないと思われる誤った解
答が多かった。動的 IP アドレス割当てである新型ルータ間において，動作のどの部分で対向の IP アドレスを
取得し，SAを確立するのかに着目して解答してほしい。 

 

問２ 

 問 2 では，企業のネットワークシステムの設計・構築・運用の場面を設定し，無線 LAN とプロキシサーバ
の基本技術について出題した。全体として正答率は高かった。 
 設問 1では，無線 LAN の標準規格について出題した。設問 1全体としては理解されていたが，“物理ヘッダ
の伝送時間”を問うた(3)では，最大伝送速度を適用して所要時間を算出するという誤った解答が多かった。
“物理ヘッダの伝送速度は固定されている”という本文記述から，最小伝送速度が適用されることを推論して

ほしかった。 
 設問 2(1)～(3)では，通信プロトコルの基本概念について出題したが，正答率は低かった。以前からあるプロ
トコル階層とともに，無線 LANのような新技術との整合についてよく理解しておいてほしい。 
 解答文字数が多くなると，矛盾する内容やあいまいな表現を含む解答も散見された。要点を押さえた簡潔な

記述を心がけてほしい。 

 

問３ 

 問 3では，SSL-VPNの基本技術と導入時に必要になる技術について出題した。リモート接続が一般化してい
る状況を反映しているのか，全体として正答率が高かった。本技術の習熟度は高いと判断できた。 
 設問 1 は，ア，イ，エがリモート接続に関連する知識問題だったが，アとイは正答率が低かった。エの正答
率は高かったが，“再度かけなおす機能”という機能を説明した解答も見られた。一般的な用語についての知

識はもっていてほしい。 
 設問 3(1)は，電子証明書の検証方法が理解されているかの設問だったが，正答率は低かった。PKI の基本技
術の理解が十分でない解答が多かった。この分野の技術は，ネットワーク技術者でも理解しておくべきものな

ので，修得が必要である。 
 設問 4(2)では，下線部に着目した解答を求めたが，“クライアント証明書による認証が可能になる”という

ような，下線部とは外れた解答が多く見られた。また，(4)では，設問中に，“認証と暗号化以外のセキュリテ
ィ対策内容”と明記したが，認証や暗号化に関する解答や，セキュリティ対策以外の対策内容の解答が多かっ

た。設問の意図を理解して解答することを心がけてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 



2/2 

Copyright(c) Information-technology Promotion Agency, Japan. All rights reserved 2007 

問４ 

 問 4 では，電子メールと DNS の基礎知識を活用した運用について出題した。電子メールと MX レコードの
関係，DNS におけるキャッシュの動作など，電子メールと DNS の基本的な動作について，適切に理解してい
る受験者が多く，全体として正答率は高かった。 
 設問 1 では，解答群からの選択式にし，解答のしやすさを工夫した上で，SMTP に関する基礎知識を出題し
たが，正答率は低かった。SMTP をはじめ基本的なプロトコルについては，用語も正確に覚えてほしい。ま
た，d，e については，用語を正確に覚えていなくても，迷惑メールの受信数を削減するという対策の目的を理
解していれば解答できる問題としたが，正答率は低かった。 
 設問 2(3)では，“社内からのメール”，“会員からのメール”など，“インターネットから受信したメールのロ

グだけ”，“会員からの要求はすべて Web サイト上で受け付ける”という前提条件に該当しない解答が多かっ

た。 
 設問 3(1)は，FW のフィルタリング設定に関する問題であったが，正答率は高かった。しかし，“どこから，
どこへの，どのような通信を，遮断する（又は許可する）か”という問いに対して，“受信用外部メールサー

バからの SMTP通信を許可する”など，FWのフィルタリング設定内容としては記述不足の解答が多かった。 

 


